
FCTester
RS232CポートがないPCをお使いの方へ
FCTesterをお使いになるには、FCTesterをインストールする PC（パーソナルコンピュータ）に RS232C
ポート、または仮想 COMポートが必要です。FCTesterは、PCに KFM2151（スキャナ）を接続すること
も想定しているためです。
PCに RS232Cポート、または仮想 COMポートがない場合には、FCTester Configuration Toolを使用時に
下記のようなランタイムエラーが発生し、FCTesterが動作しません。

次ページに対策を記載しますので、ご確認ください。

NIは、米国 National Instruments Corporationの商標です。
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対策
下記のフローをご確認いただき、該当する対策方法をお試しください。

対策方法

市販の USB-RS232Cコンバータで、PCに RS232Cポートを増設してください。

RS232Cポートがある PCを使用してください。

NI-VISAでは、GPIBによる制御ができません。下記のいずれかの対策方法をお試しください。

(1) USBまたは RS232Cで PCと KFMシリーズを接続し、VISAライブラリに NI-VISAを使用します。
NI MAXで仮想 COMポートを追加してください（p.3）。

(2) GPIBで PCと KFMシリーズを接続し、VISAライブラリに KI-VISAまたは Keysight  IO Librariesを
使用します。市販の USB-RS232Cコンバータで PCに RS232Cポートを増設するか、RS232Cポー
トがある PCを使用してください。

NI MAXで仮想 COMポートを追加してください（p.3）。USB-RS232Cコンバータは不要です。
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NI MAXで仮想 COMポートを追加する

対策方法（p.2）の -(1)、または を実行する場合には、NI MAXで仮想 COMポートを追加します。

NI-VISA 20.0を使用した場合を例に手順を説明します。

1 スタートメニューから NI-MAXを起動します。

2 「デバイスとインタフェース」を右クリックし、「新規作成」をクリックします。

3 「ポート（シリアルまたはパラレル）」を選択し、「次へ」をクリックします。

4 「次へ」をクリックします。



4 FCTester

5 「次へ」をクリックします。

6 「終了」をクリックします。

7 「デバイスとインタフェース」の下に「ASRL～」が表示されていることを確認します。

設定が完了しました。
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